
第

回
目
を
迎
え
る
寺

ま
た
、
何
よ
り
も
新
婦

23

内
町
ま
つ
り
。
高
田
幼
稚

の
幼
い
頃
に
他
界
し
た
父

園
児
の
鼓
笛
隊
、
一
中
生

ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
「
和

親
が
高
田
本
山
に
眠
っ
て

徒
の
カ
ン
パ
ニ
ー
物
販
、
趣

婚
」
。
今
年
は
応
募
者
が
複

い
る
こ
と
か
ら
、
新
婦
の
所

味
の
作
品
の
展
示
即
売
、
数
に
な
り
ま
し
た
。
選
ば
れ

縁
の
地
で
あ
り
、
お
父
さ

な
ど
一
日
中
楽
し
め
る
企

た
川
上
さ
ん
、
新
婦
は
津
市

ん
も
見
守
っ
て
も
ら
え
る

画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

出
身
で
、
お
七
夜
さ
ん
が
大

高
田
本
山
で
結
婚
式
が
出

好
き
で
す
。
学
生
時
代
も
よ

来
た
ら
と
て
も
良
い
思
い

さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
で
寺
内
町

出
に
残
る
か
な
と
応
募
し

ま
つ
り
に
も
毎
年
参
加
し
て

た
そ
う
で
す
。

地
域
懇
談
会
は
、
地
域
の
問
題
点
や
課
題
点
を
行
政
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
見
え
る
化
」
や「
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
化
」

い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
市

（
商
工
会
長
中
川
隆
功
）

す
る
も
の
で
あ
る
。
一
身
田
地
区
で
の
地
域
懇
談
会
は
平
成

年

月

日
第
１
回
目
が
行
わ
れ
、
令
和
元
年
７
月

日

の
保
健
師
と
な
り
偶
然
に

27

11

23

25

の
懇
談
会
で
７
回
を
数
え
た
。
津
市
全
域
で
は
２
２
６
回
（
７
月

日
現
在
）
行
わ
れ
た
。

も
一
身
田
が
担
当
地
区
で
、

25

一
身
田
地
区
の
問
題
点
や
課
題
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
回
は
第
１
回
目
か
ら
間
断
な
く
訴
え
て
い
る
「
一
小
の
砂
塵

町
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
お

問
題
」
に
つ
い
て
経
過
を
報
告
す
る
。

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
の
地
域
懇
談
会

建
て
替
え
ら
れ
た
校
舎
の

芝
生
化
を
提
言
し
た
。
自

」
と
、
回
答
。

温
暖
化
の
防
止
に
も
な
る
。
飛
散
問
題
で
、
平
成

年

意
見
を
述
べ
た
。
（
平
成

い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
は
、

28

12

29

で
自
治
会
を
代
表
し
て
望

向
き
が
起
因
し
て
い
る
と

治
会
連
合
会
は
、
芝
生
化

自
治
会
連
合
会
は
２
回
目
の

芝
の
捕
植
や
肥
料
な
ど
は

月

日
と
翌
年
４
月
４
日
に

年

月

日
地
域
懇
談

風
が
強
い
と
砂
が
舞
い
上
が

26

11

28

木
連
合
自
治
会
長
は
、「
大

云
う
説
も
あ
る
が
、
い
づ
れ

実
現
の
た
め
、
奈
良
県
内

地
域
懇
談
会
で
も
同
様
の

緑
化
推
進
協
議
会
で
行
い
、
飛
散
し
に
く
い
砂
を
入
れ
、

会
）

る
」
と
指
摘
、
地
域
被
害
住

古
曽
地
区
や
緑
宝
地
区
、
に
し
て
も
数
十
年
来
の
被

の
先
進
校
を
視
察
、
学
校

問
題
を
取
り
上
げ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
に
は
丸
投
げ

砂
塵
化
対
策
を
行
っ
た
。

第
６
回
目
の
地
域
懇
談

人
か
ら
は
、「
砂
塵
対
策
を

橋
向
地
区
の
一
部
住
人
は

害
で
、
今
や
受
忍
限
度
を

側
の
軽
減
負
担
の
た
め
、
こ
の
こ
と
に
対
し
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

し
な
い
。
」
と
主
張
し
理
解

自
治
会
や
緑
化
推
進
協

会
は
平
成

年
７
月

日

行
っ
て
も
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
隙

問
題
、
優
先
順
位
の
問
題

30

19

小
学
校
の
砂
塵
で
被
害
を

超
え
て
い
る
」
と
訴
え
、
そ

運
動
場
を
利
用
す
る
団
体
「
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て
は

を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｐ

議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
迅
速
な
対

に
行
わ
れ
た
。

間
か
ら
入
っ
て
く
る
。
被
害

対
住
民
の
安
心
で
き
る
生

被
っ
て
き
た
。
昭
和

年
に

の
打
開
策
と
し
て
校
庭
の

や
自
治
会
、
地
区
社
協
な

焦
ら
ず
に
慎
重
に
協
議
す
べ

Ｔ
Ａ
や
評
議
員
か
ら
は「
芝

応
に
謝
意
を
述
べ
た
。
し
か

自
治
会
側
は
、「
飛
散
し
に

を
受
け
て
い
る
多
く
の
住
人

活
で
あ
る
。
抜
本
的
な
解

54

ど
で
構
成
す
る
芝
生
管
理

き
」
と
、
反
対
の
意
見
が
で

生
を
植
え
れ
ば
農
薬
を
使

し
、
抜
本
的
な
問
題
で
は
、

く
い
砂
の
効
果
は
そ
れ
な

は
一
小
Ｏ
Ｂ
で
、
学
校
に
小

決
が
急
が
れ
る
。

団
体
を
立
ち
上
げ
、
規
約

た
。
（
平
成

年

月

日

う
の
で
は
、
芝
生
で
は
な
く

自
治
会
は
遊
具
場
付
近
か

り
に
あ
る
と
思
う
が
、
南

言
を
言
う
の
を
憚
っ
て
い
た
。
な
お
、
津
市
は「
校
庭
の
芝

28

5

29

を
作
っ
た
。
ま
た
、
平
成

地
域
懇
談
会
）

重
い
砂
や
コ
ル
ク
で
砂
塵
を

ら
部
分
的
に
芝
生
化
に
取

側
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
手
つ
か
ず

ほ
ん
と
う
に
ヒ
ド
イ
」
と
窮

生
化
は
現
状
で
は
維
持
管

26

年
、

年
に
は
市
長
あ
て

月

日
、
同
会
は
、
一

食
い
止
め
ら
れ
な
い
か
、
芝

り
組
ん
で
欲
し
い
と
要
望
、

に
な
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の

状
を
訴
え
た
。

理
の
問
題
で
難
し
い
と
考

27

10

26

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

小
の
砂
塵
化
問
題
で
学
校
、

生
化
は
維
持
管
理
、
費
用
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
飛
び
に
く
い
砂
の

対
策
を
お
願
い
し
た
い
」
と

こ
の
よ
う
な
問
題
は
津
市

え
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
評
議
員
、
該

労
働
、
芝
生
の
補
充
な
ど
で

入
れ
替
え
で
安
心
し
て
窓
を

要
望
し
た
。

だ
け
で
な
く
全
国
津
々
浦

（
令
和
元
年
７
月

日
総

25

当
住
民
、
緑
化
推
進
協
議

問
題
が
あ
る
の
で
は
」
と
疑

開
け
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し
て

々
で
起
き
て
い
る
。
お
金
の

会
資
料
）

（
岡
本
）

「
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い

会
ら
と
懇
談
、「
校
庭
を
芝

問
を
呈
し
た
。

と
喜
び
を
表
し
、
意
見
が
分

て
は
地
元
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

生
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
砂

か
れ
た
。

方
と
協
議
を
行
い
、
砂
防

塵
問
題
が
解
決
す
る
。
子
ど

体
育
振
興
会
理
事
長
の
村

対
策
の
手
法
を
検
討
す
る

も
の
ケ
ガ
も
少
な
く
な
る
。

津
市
は
一
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

田
さ
ん
は
、「
２
～
３
年
前
、

プ
ー
ル
横
に
芝
生
の
仮
植
え

８
月

日
、
一
身
田
地
区

９
月
９
日
の
千
葉
県
を

30

平
成

年
か
ら

年
は

世
紀
前
半
・
・
・
」「
今
後
二

を
し
、
根
が
張
り
付
い
た
。

自
治
会
（
中
区
・
北
区
・
東

襲
っ
た
台
風
で
は
、
電
気
な

10

19

４．８

回
と
右
肩
上
が
り
に
雨
量

〇
～
三
〇
年
・
・
・
」
な
ど
、
ぜ
ひ
、
こ
の
芝
生
を
見
て
想

区
・
桜
町
）
の
４
自
治
会
と

し
で
は
生
活
が
で
き
な
い
こ

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
現
代
の
科
学

像
し
て
く
だ
さ
い
」
と

高
田
学
苑
の
生
徒
、
職
員
な

と
を
さ
ら
け
出
し
た
。
ラ

一
方
、
雨
が
降
る
日
（
月
降

技
術
を
も
っ
て
し
て
も
発
生

ど
２
，
７
０
０
名
で
震
度
５
弱

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
と

水
量

．

ミ
リ
以
上
）
の

日
時
は
特
定
出
来
な
い
現

対
策
、
避
難
先
・
経
路
の
確

の
地
震
が
起
こ
っ
た
と
の
想

き
の
訓
練
も
求
め
ら
れ

1

0

年
間
日
数
は
右
肩
下
が
り

状
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
認
、
家
族
の
連
絡
方
法
等
、

定
で
訓
練
を
行
っ
た
。

る
。

先
月
の
９
月
４
日
夜
か
ら

し
た
。
津
地
方
気
象
台
の

況
で
予
測
は
困
難
だ
っ
た
」
で
減
少
し
て
お
り
、
気
象
変

「
必
ず
来
る
・
・
・
」「
い
つ
来
て

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
事
は
沢

こ
の
日
は
生
憎
の
天
候
の

５
日
未
明
、
三
重
県
北
部
で

情
報
と
し
て
、「
今
回
、
線

と
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ

動
、
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー
ト

も
不
思
議
で
な
い
・
・
・
」
と
い

山
有
る
か
と
思
い
ま
す
。

為
、
体
育
館
で
実
施
。
地
震

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
県
内

状
降
水
帯
が
発
生
し
た
か

て
い
ま
し
た
。

ア
イ
ラ
ン
ド
等
が
影
響
し
て

う
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
て
い

「
明
日
有
り
と
思
う
心
の

や
津
波
、
水
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
は「
警
戒
レ
ベ
ル
情
報
」
の

は
詳
細
な
解
析
が
必
要
で

一
時
間
降
水
量

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
防
災
の
日
常
化
」
仇
桜

夜
半
に
嵐
吹
か
ぬ

を
ビ
デ
オ
で
学
習
、
高
齢
者

1
0
0

運
用
開
始
以
来
、
初
め
て
の

あ
る
が
、
台
風
と
違
い
、
さ

ミ
リ
以
上
の
年
間
平
均
発

ま
す
。

は
待
っ
た
無
し
で
す
。
家
屋

も
の
か
は
」

や
幼
児
、
障
が
い
者
な
ど
車

「
警
戒
レ
ベ
ル
５
」(

命
を
守
る

ま
ざ
ま
な
気
象
の
偶
然
が

生
件
数
は
、
昭
和

年
か

予
測
の
困
難
に
関
し
て
は

の
耐
震
化
、
非
常
用
持
出

わ
が
命
、
家
族
の
命
を
守

い
す
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方

53

為
の
最
善
の
行
動
を
促
す
）
重
な
っ
て
雲
の
無
い
と
こ
ろ

ら

年
は

回
、
昭
和

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
で

品
、
備
蓄
品
の
常
備
、
家
具

り
、
近
隣
か
ら
悲
惨
な
災
害

の
使
い
方
や
乗
り
方
な
ど
を

62

１．９

63

が
東
員
町
で
発
令
さ
れ
ま

か
ら
突
然
大
雨
に
な
る
状

年
か
ら
平
成

年
は

回

さ
え「
近
い
将
来
・
・
・
」「
今

転
倒
・
落
下
・
移
動
の
防
止

死
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
！

実
証
し
た
。

9

２．５
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本
山
通
り
（
寺
町
通
り
）

計
画
で
は
、
建
物
は
今
と

の
高
田
幼
稚
園
駐
車
場
西

同
じ
形
で
、
広
さ
は
約

坪
40

隣
り
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で

と
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
。

覆
わ
れ
た
古
刹
の
寺
院
が

工
事
は
第
一
期
、
第
二
期
に

あ
る
。
元
は
明
日
香
さ
ん

分
け
、
第
一
期
工
事
は
建
物

宅
で
、
江
戸
時
代
は「
坊
官

の
外
装
の
み
。
完
成
は
来
年
の

屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
建
物

６
月
の
予
定
。
第
二
期
工
事

で
あ
っ
た
。
防
官
屋
敷
と

は
内
装
を
含
め
ど
の
よ
う
に

は
、
僧
衣
を
着
る
が
俗
人

す
る
か
を
検
討
し
た
上
で
工

で
帯
刀
を
許
さ
れ
た
人
の

事
に
入
る
。

住
ま
い
で
あ
る
。
数
年
前
に

高
田
本
山
で
は
、
土
地
面

高
田
本
山
が
買
取
り
、
修

積
が
４
４
０
坪
ほ
ど
あ
り
、
檀

復
を
試
み
た
が
耐
震
化
や

家
の
方
や
地
域
住
民
が
有
効

シ
ロ
ア
リ
問
題
で
断
念
、
工

に
使
っ
て
頂
く
こ
と
も
検
討
し

事
が
中
断
さ
れ
た
ま
ま
に

て
い
る
。

（
岡
本
）

な
っ
て
い
た
が
こ
の
程
復
元

の
設
計
図
が
完
成
し
、
津

市
の
景
観
条
例
の
審
査
を

待
つ
だ
け
と
な
っ
た
。
（
本

山
財
務
課
長

本
堂
氏
）

一
身
田
地
区
で

７
番
目
と
な
る

福
祉
サ
ロ
ン「
井

秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

協
議
会
長
は「
皆
さ
ん
の
パ

一
中

人
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

戸
端
サ
ロ
ン
」
が

30

の
時
期
、
９
月

日
三
重
県

ワ
ー
を
貰
っ
て
こ
の
会
を
益

ド
と

人
の
チ
ア
ガ
ー
ル
で

中
区
・
仲
之
町

14

10

人
権
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
の
つ
々
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
」
懐
か
し
の
歌
や
踊
り
で
オ

通
り
久
星
屋
商

ど
い
が
行
わ
れ
、

才
以
上

と
挨
拶
、
津
市
長
は「
津
市

ー
プ
ニ
ン
グ
、
一
小
４
年
生

店
東
隣
り
の「
Ｆ

73

の
方
約
３
０
０
人
が
秋
の
一

の
１
０
０
才
以
上
の
方
は

有
志

人
も
校
歌
や
リ
コ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
」
内
に

83

64

日
を
楽
し
ん
だ
。

人
い
ま
す
。
一
人
一
人
に

ー
ダ
ー
で
敬
老
の
つ
ど
い

月

日
午
後

10

30

主
催
者
を
代
表
し
て
望

金
杯
を
届
け
た
」
と
の
報

を
祝
っ
た
。
約
３
時
間
会
場

１
時
に
オ
ー
プ
ン

木
一
身
田
地
区
社
会
福
祉

告
が
あ
っ
た
。

に
笑
い
が
こ
だ
ま
し
た
。

し
ま
す
。
気
楽
な

親
睦
と
健
康
づ

〈
学
習
作
品
展
〉

く
り
の
場
で
す
。

♦

時

月

日
（
土
）

10

19

９
時
～
４
時

「
来
て

観
て

聴
い
て

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
（
日
）
９
時
～
２
時

分

20

30

友
の
作

～
楽
し
い
秋
の
一

高
田
会
館
ホ
ー
ル
で
の
唄

♦

所

一
身
田
公
民
館

日
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
し
く

や
踊
り
、
詩
吟
な
ど
の
学

お

茶

会

な
っ
た
一
身
田
公
民
館
を

習
発
表
会
で
は
、
お
楽
し

♦

時

月

日
（
土
）

10

19

中
心
に

月

日
・

日
・
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の

時
～

時

10

19

20

10

2

日
に
文
化
祭
が
開
催
さ

で
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

♦

所

寺
内
町
の
館

26れ
ま
す
。

お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
学
習
発
表
会
〉

講
座
生
の
日
頃
の
学
習
成

♦

時

月

日
（
土
）

10

26

果
を
家
族
・
友
人
・
地
域
の

作
品
展
、
お
茶
会
、
学
習

時

分
～

時

分

8

45

12

30

み
な
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

発
表
会
は
次
の
通
り
。

♦

所

高
田
会
館


